
 

 

 

プレスリリース 

第８回 iCONM 学術セミナーのお知らせ 

 
酸素センシング調節機構を標的としたがん・炎症性疾患の制御 

 

報道関係者 各位 
 
平素より大変お世話になっております。 
下述のとおり、今年度初めてとなる iCONM 学術セミナーを５月１９日午後２時半よりオンラインに

て開催致します。講師は、今年度よりナノ医療イノベーションセンター (iCONM) の客員研究員となりま
した、坂本毅治・関西医科大学附属生命医学研究所・学長特命教授で、「酸素センシング調節機構
を標的としたがん・炎症性疾患の制御」と題する講演をお願いしています。正常細胞は通常、ミトコンドリ
アを介した好気的呼吸により活動エネルギーの源となる ATP を産生しますが、病気になって低酸素の状
態に置かれると解糖系を主体とした嫌気的呼吸を行うように調整されます。そのメカニズムについて、そし
てその制御についてお話頂く予定です。 
なお、オンラインでの開催となりますので、事前登録のほどよろしくお願いいたします。 

 

記 

 
日時︓2023年 5月 19日 14時 15分開場 14時 30分開演 
場所︓ZOOM によるオンライン開催 
演題︓酸素センシング調節機構を標的としたがん・炎症性疾患の制御 
講師︓坂本毅治 関西医科大学附属生命医学研究所 学長特命教授（iCONM客員研究員） 
事前申込み︓ https://forms.gle/ELLkovrVgPKe76WQ7  

申込締切︓2023年 5月 15日 15時 
 
 
 
 

令和 5 年 4 月 2 7 日 

報 道 発 表 資 料 

午後 2 時  リリース 

https://forms.gle/ELLkovrVgPKe76WQ7


講師略歴︓ 
2002 年 東京大学農学部獣医学課程獣医学専修卒業。2006 年
東京大学大学院医学系研究科博士課程単位取得後退学。2007
年博士（医学）取得。2006 年東京大学大学院新領域創成科学
研究科・リサーチフェロー、2008年東京大学医科学研究所・特任研究
員 、 2009 年同 ・助教 。 2012 年 Institute of Molecular 
Biotechnology of the Austrian Academy of Sciences 
(IMBA), visiting researcher。2013年東京大学医科学研究所・
特任助教、2014年同・助教、2018年同・准教授。2020年金沢大
学医薬保健学研究域医学系・特任准教授。2021 年関西医科大学
附属生命医学研究所・学長特命教授、現在に至る。 
 
講演要旨︓ 
酸素は生命機能の維持に必須であり、多くの細胞ではミトコンドリアによる酸化的リン酸化を介して効率
よく ATP が産生されている。正常臓器では比較的安定した酸素分圧環境にあるが、がんや急性炎症
など病的な組織では、限りなく無酸素に近い領域から比較的酸素が豊富な領域まで様々な酸素分圧
が存在するため、細胞は酸素分圧に応じたエネルギー代謝適応をする必要がある。多くの研究により、
細胞がどのように酸素分圧を感知し、その酸素分圧に適応していくかについての分子機構が明らかとなり、
その中心的な役割を果たす転写因子 hypoxia-inducible factor (HIF)とプロリン水酸化酵素 
(PH) を発見・解析した3名の科学者に2019年のノーベル医学生理学賞が受賞された。さらにHIF-
PH を標的とした腎性貧血や一部の遺伝性がんに対する薬剤も開発され、臨床現場で使用され始めて
いる。一方で、HIF の制御機構の多様性や、HIF の生体ホメオスタシスへの重要性も明らかになってき
ているため、より疾患特異性の高い HIF制御機構を標的とした創薬が期待される。 
本セミナーでは、HIF-PHを中心とした酸素分圧への適応機構を簡単に紹介したのち、我々が同定した
細胞種特異的な HIF活性化分子 Mint3 について、Mint3 による HIF活性化のメカニズムと、特にが
ん細胞とマクロファージでの役割を中心としたがん・炎症性疾患の悪性化機構を紹介する。最後に
Mint3 を標的とした創薬の可能性と Mint3阻害化合物のマウスレベルでの効果について紹介したい。 
 
公益財団法人川崎市産業振興財団について 

 産業の空洞化と需要構造の変化に対処する目的で、川崎市の 100%出捐により昭和 63 年に設立さ

れました。市場開拓、研究開発型企業への脱皮、それを支える技術力の養成、人材の育成、市場ニ

ーズの把握等をより高次に実現するため、川崎市産業振興会館の機能を活用し、地域産業情報の交

流促進、研究開発機構の創設による技術の高度化と企業交流、研修会等による創造性豊かな人材の

育成、展示事業による販路拡大等の事業を推進し、地域経済の活性化に寄与しています。 

https://www.kawasaki-net.ne.jp/ 
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ナノ医療イノベーションセンターについて 

 ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）は、キングスカイフロントにおけるライフサイエンス

分野の拠点形成の核となる先導的な施設として、川崎市の依頼により、公益財団法人川崎市産業振

興財団が、事業者兼提案者として国の施策を活用し、平成 27 年 4 月より運営を開始しました。有

機合成・微細加工から前臨床試験までの研究開発を一気通貫で行うことが可能な最先端の設備と 

実験機器を備え、産学官・医工連携によるオープンイノベーションを推進することを目的に設計さ

れた、世界でも類を見ない非常にユニークな研究施設です。 

 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/ 
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